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3
　
２
０
２
５
年
12
月
26
日

（
金
）
13
時
よ
り
、
東
京

西
早
稲
田
の
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｏ

６
階
会
議
室
に
お
い
て
、

２
０
２
５
年
度
教
育
研
究

委
員
会
全
国
委
員
会
が
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
（
出
席
者
２３

名
）。
委
員
会
は
、
安
藤

理
恵
子
教
研
担
当
理
事

（
玉
川
聖
学
院
）
の
開
会

挨
拶
と
祈
祷
を
も
っ
て
始

め
ら
れ
、
下
田
尾
治
郎
教

研
委
員
長
（
敬
和
学
園
大

学
）
の
司
会
に
よ
り
議
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
委
員
会
に
お
い

て
の
主
要
議
題
の
一
つ
と

し
て
、
２
０
２
６
年
度
か

ら
の
教
研
テ
ー
マ
の
決
定

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

全
体
会
Ⅰ
の
冒
頭
を
、
各

委
員
が
抱
く
問
題
意
識
や

教
研
テ
ー
マ
に
対
す
る
思

い
を
分
か
ち
合
う
た
め
に

用
い
ま
し
た
。
変
化
の
激

し
い
時
代
に
真
摯
に
向
き

合
い
つ
つ
も
、
変
わ
ら
ぬ

方
を
仰
ぎ
、
従
う
こ
と
を

通
し
て
、
時
代
を
問
い
直

し
て
ゆ
く
こ
と
に
、
キ
リ

ス
ト
教
学
校
の
使
命
が
あ

る
と
の
共
通
の
思
い
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
２
０
２
５
年

度
教
研
各
研
修
会
の
点
検

評
価
、
な
ら
び
に
２
０
２

６
年
度
予
定
の
各
研
修
会

に
つ
い
て
、
各
担
当
委
員

よ
り
報
告
さ
れ
る
と
と
も

に
、
事
務
局
か
ら
の
新
規

継
続
事
業
の
活
動
状
況
説

明
、
デ
ジ
タ
ル
ス
ト
レ
ー

ジ
管
理
委
員
会
の
伊
藤
悟

委
員
長
（
青
山
学
院
大

学
）
よ
り
同
委
員
会
の
現

況
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
際
、
兼
ね
て
よ

り
の
懸
案
で
あ
っ
た
、
教

研
の
組
織
、
各
研
修
会
の

抱
え
る
課
題
や
問
題
点
に

つ
い
て
も
意
見
が
交
わ
さ

れ
、
現
況
に
合
わ
せ
た
形

で
の
改
革
に
早
急
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
の
認

識
に
お
い
て
、
委
員
の
思

い
が
一
つ
と
な
り
ま
し

た
。

　
休
憩
を
は
さ
ん
だ
全
体

会
Ⅱ
で
は
、
全
体
会
Ⅰ
を

受
け
て
、
新
た
な
教
研
テ

ー
マ
を
決
議
し
ま
し
た
。

安
藤
理
事
、
清
水
広
幸
同

盟
事
務
局
長
、
下
田
尾
委

員
長
の
協
議
に
基
づ
く
３

案
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
中

か
ら
「
変
わ
り
ゆ
く
時
代

に
あ
っ
て
キ
リ
ス
ト
に
従

う
～
い
の
ち
に
寄
り
添

い
、
平
和
の
灯
を
掲
げ
て

～
」
と
の
フ
レ
ー
ズ
を
次

年
度
か
ら
の
教
研
テ
ー
マ

と
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
併
せ
て
、「
教
研
改

革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

も
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
持
た
れ
た
分
団
協

議
を
、
各
部
会
、
各
委
員

会
ご
と
に
、
改
革
ポ
イ
ン

ト
を
確
認
し
た
後
に
、
教

研
理
事
の
挨
拶
、
黙
祷
を

も
っ
て
そ
の
日
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

　
教
研
の
新
テ
ー
マ
を
祝

福
の
う
ち
に
与
え
ら
れ
る

と
と
も
に
、
進
む
べ
き
方

向
性
を
共
に
確
認
す
る
こ

と
の
で
き
た
実
り
あ
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

�

下
田
尾
治
郎

〈
敬
和
学
園
大
学
、
教
育
同

盟
教
研
全
国
委
員
会
委
員
長
〉

髙
橋
真
人
氏
（
山
形
学
院

理
事
長
）

　
２
０
２
５
年
11
月
14
日

逝
去
、
62
歳
。
告
別
式
は

11
月
20
日
（
木
）
午
前
11

時
か
ら
会
津
坂
下
教
会
で

親
族
に
よ
り
執
り
行
わ
れ

た
。
教
職
員
、
法
人
役

員
、
全
校
生
徒
に
よ
る

「
お
別
れ
の
会
」
は
12
月

23
日
（
火
）
に
山
形
学
院

高
等
学
校
チ
ャ
ペ
ル
で
行

わ
れ
た
。

石
原
　
潔
氏
（
基
督
教
独

立
学
園
理
事
長
）

　
２
０
２
５
年
12
月
20
日

逝
去
、
74
歳
。
告
別
式
は

12
月
23
日（
火
）午
後
1
時

30
分
か
ら
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み

の
葬
祭
セ
ン
タ
ー
恵
南
ホ

ー
ル
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　
ご
両
名
に
つ
き
謹
ん
で

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

�

　

山
形
学
院

　
髙
橋
真
人
氏
の
逝
去
に

伴
い
、
２
０
２
５
年
11
月

25
日
に
長
尾
厚
志
氏
が
理

事
長
に
就
任
。

基
督
教
独
立
学
園

　
石
原
潔
氏
の
逝
去
に
伴

い
、
１
月
10
日
に
三
宅
直

子
氏
が
理
事
長
に
就
任
。

＜行事予定＞ ※予定は変更することがあります。
（2月時点で9月迄の決定分及び11月代表者協議会）

６／５㈮～６㈯　第114回定時総会
� （沖縄キリスト教学院・オンライン併用）
　　20㈯　　　　第71回東日本小学校教職員協議会
� （青山学院横浜英和小学校）
７／23㈭～25㈯　第70回事務職員夏期学校
� （山梨県北杜市・清泉寮）
８／３㈪～５㈬　第13回中堅教員リトリート
� （同志社びわこリトリートセンター）
　　10㈪～11㈫　第11回全国災害支援連絡会議
� （静岡英和女学院中学校・高等学校）
　　17㈪～19㈬　第６回教員リフレッシュ研修（合宿）
� （関西セミナーハウス）
　　20㈭～21㈮　第16回中堅事務職員リトリート
� （同志社大学今出川キャンパス）
　　24㈪～25㈫　第６回キリスト教活動担当事務職員研修会
� （明治学院大学白金キャンパス）
　　26㈬　　　　第６回中小規模学校連携協力懇話会
� （女子学院中学校・高等学校）
　　28㈮　　　　第13回大学新任教員研修会（オンライン）
　　28㈮～29㈯　第12回全国事務局長・事務長会議
� （東洋英和女学院小学部）
９／３㈭～４㈮　第70回大学部会研究集会
� （関西学院大学上ケ原キャンパス）
　　18㈮～19㈯　第59回全国聖書科研究集会
� （東洋英和女学院小学部）
11／６㈮～７㈯　第68回学校代表者協議会�（聖ステパノ学園）

　
昨
年
末
に
持
た
れ
た
教
育
研

究
委
員
会
全
国
委
員
会
に
て
、

こ
れ
か
ら
の
２
０
２
６
・
２
０

２
７
年
度
の
教
育
研
究
テ
ー
マ

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
今
、
激
し
く
変
わ

り
ゆ
く
混
迷
の
時
代
の
中
に
あ

り
ま
す
。
情
報
技
術
の
進
化
は

人
と
の
関
わ
り
方
を
変
え
、
先

が
見
え
な
い
不
安
が
暴
力
的
な

分
断
を
深
め
て
い
ま
す
。
時
代

状
況
の
変
化
が
さ
ら
に
加
速
し

て
い
く
中
で
、
私
た
ち
キ
リ
ス

ト
教
学
校
の
存
在
意
義
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。
少
子
化
に
よ
る

経
営
難
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
私

た
ち
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
の
世

界
の
た
め
に
担
う
べ
き
使
命
は

何
で
し
ょ
う
か
。

　
全
国
委
員
会
で
は
、
キ
リ
ス

ト
教
学
校
の
存
在
意
義
の
原
点

に
立
ち
、
使
命
の
再
確
認
を
す

る
べ
き
こ
と
が
口
々
に
語
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
話
し
合
い
の
中

に
は
、
時
代
に
翻
弄
さ
れ
る
危

機
感
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教

学
校
の
担
う
教
育
に
こ
そ
希
望

が
あ
る
と
い
う
熱
意
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
こ
の
希
望
は
、

キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
教
職
員
を

は
じ
め
と
し
て
、
児
童
、
生

徒
、
学
生
、
卒
業
生
、
保
護
者

た
ち
と
共
に
、
伝
わ
る
こ
と
ば

と
し
て
再
確
認
さ
れ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

人
か
ら
人
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い

く
も
の
で
あ
っ
て
、
今
日
の
私

た
ち
が
時
代
に
問
わ
れ
な
が

ら
、
対
話
の
中
で
取
り
戻
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

ば
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の

で
す
。
同
盟
の
諸
行
事
は
、
そ

れ
を
準
備
し
、
ま
た
、
参
加
す

る
教
職
員
た
ち
が
、
そ
の
対
話

に
加
わ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校

だ
か
ら
こ
そ
堅
持
で
き
る
、
変

わ
ら
な
い
価
値
観
を
共
有
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　
キ
リ
ス
ト
は
、
私
た
ち
の
た

め
に
い
の
ち
を
捨
て
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
私

た
ち
は
神
に
愛
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
そ
れ
だ
け
の
尊
厳

を
持
つ
自
分
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
始
め
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と

り
の
存
在
の
か
け
が
え
の
な
さ

と
可
能
性
を
、
ど
の
よ
う
な
時

代
に
も
伝
え
続
け
る
こ
と
は
キ

リ
ス
ト
教
学
校
の
使
命
で
す
。

　
キ
リ
ス
ト
が
も
た
ら
す
平
和

と
は
、
神
が
私
た
ち
を
ゆ
る
し

て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
に
私
た
ち

も
他
者
を
ゆ
る
す
と
い
う
、
関

係
性
の
変
革
で
す
。
力
の
行
使

を
止
め
、
恨
み
や
妬
み
を
捨

て
、
隣
人
に
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
共
に
生
き
よ
う
と
す
る
心

を
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
は
こ
れ

ま
で
育
て
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
キ
リ
ス
ト
と
は
何
者
な
の

か
。
キ
リ
ス
ト
に
従
う
と
は
、

ど
の
よ
う
な
価
値
と
可
能
性
を

持
つ
あ
り
方
な
の
か
。
こ
の
存

在
に
つ
い
て
い
く
こ
と
は
、
私

た
ち
を
ど
こ
へ
連
れ
て
い
く
の

か
。
こ
れ
ら
の
問
い
そ
の
も
の

が
、
私
た
ち
が
取
り
戻
す
べ
き

問
い
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

私
た
ち
は
使
命
を
新
た
に
受
け

取
り
直
し
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校

が
立
つ
べ
き
と
こ
ろ
に
立
つ
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

〈
玉
川
聖
学
院
学
院
長
、
教
育
同

盟
教
育
研
究
委
員
会
担
当
理
事
〉

安藤理恵子

変わりゆく変わりゆく
時代にあって時代にあって
キリストに従うキリストに従う
～いのちに寄り添い、～いのちに寄り添い、
平和の灯を掲げて～平和の灯を掲げて～

2026･2027年度教研テーマ

　「神は、その独り子をお与えになったほど
に、世を愛された。」
� （ヨハネによる福音書3章16節）

　「人間は神が作った失敗作かもしれない」。
　生徒の聖書の授業感想です。短いけれど、
私の心の奥深くに響いた言葉でした。もちろ
ん、聖書の授業でそのようなことは教えませ
ん。しかし、神様がこの世界と人を造ったな
ら、一体私たちの行っている行為は何なのだ
ろうか、という問が浮かんでくることもよく
分かります。私たちは、高度な知識と技術を
用い、それを時に誰かを傷つけるために用い
ます。互いに協力し合えば、もっと素晴らし
い世界が作り出せるはずなのに、そうしない
（できない？）のが私たちです。この生徒の
言葉が、私の心に響いたのも、私自身にもこ
の問題意識があったからです。なぜ人は互い
に傷つけあうのか。なぜたくさんの子どもた
ち、大人たちの人権が無視され、命が奪われ
なくてはならないのか。パレスチナの地で、
ウクライナの地で、世界の至る所で、私たち

遠藤尚幸

聖書のことば

神様の
失敗？

教
研
全
国
委
員
会
報
告

２
０
２
５
年
度

２
０
２
６･

２
０
２
７
年
度
教
研
テ
ー
マ
決
定

の国で。そして私自身の中にも。私たちは一
体何をしているのでしょうか。
　この重大な問いに真正面から向き合い、文
字通り「命懸けで」関わってくださったのがイ
エス・キリストです。主イエスは神の子であ
りながら、私たちを救うために人の姿を取り、
その命の一切を十字架で私たちのためにささ
げてくださいました。このことを通して、私
たちは神の子とされました。十字架を掲げる
キリスト教主義学校が、今この時代に、この
世界に向かって語るべき言葉はたくさんあり
ます。自らの価値を見失いそうになる私たち
に、あなたは神様がその命を賭してまで愛し
抜いた尊い存在なのだ、と。私たちは今、そ
の手を誰かを傷つけるために用いることをや
めることができるし、平和のために用いてい
くことができるのだ、と。世界を壊すのが私
たち人間であるなら、その世界に一生懸命小
さな種を蒔き続けるのも私たち人間です。神
様に失敗はありません。十字架の愛を受けた
者として、新しい一歩を踏み出していきたい
のです。� 〈山形学院高等学校 聖書科教諭〉



（2）（月刊）（第三種郵便物認可） キ リ ス ト 教 学 校 教 育 （７91号）2026年3月15日（日）

万
筆
超
の
署
名
を
集
め
て

国
連
へ
届
け
る
な
ど
主
体

的
に
行
動
し
て
い
る
。
ま

た
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
の
活
用
や
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
た
記
憶
の
再
構
築
に

取
り
組
み
、
生
徒
自
身
が

「
継
承
者
」
と
し
て
平
和

を
「
自
分
事
」
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
よ
う
な
教
育
を

進
め
て
い
る
。

お
わ
り
に
：
平
和
を
創
り

出
す
主
体
と
し
て

　
広
島
女
学
院
中
高
の
平

和
教
育
は
、
過
去
を
悼
む

活
動
で
あ
る
と
同
時
に
未

来
を
創
造
す
る
た
め
の
不

可
欠
な
使
命
で
あ
る
。
キ

リ
ス
ト
教
精
神
を
土
台
に

国
際
情
勢
を
冷
静
に
分
析

す
る
知
性
を
磨
き
、
絶
望

的
な
状
況
下
で
も「
希
望
」

を
捨
て
ず
他
者
の
た
め
に

行
動
で
き
る
女
性
を
育
成

す
る
こ
と
。
被
爆
の
焦
土

か
ら
立
ち
上
が
っ
た
本
校

の
変
わ
ら
ぬ
使
命
と
し

て
、
こ
の
歩
み
は
今
後
も

受
け
継
が
れ
て
い
く
。

・�聖書における「シャローム」の社会的実
践を考える
・多文化理解等を深める繋がりを持つ
・�「祈り」の存在：特に執り成しの祈り、
他者のための祈りの重要性を伝えたい
平和教育の実践や継続にあたっての課題
〔キーワード（複数回答）〕
◇協力くださる戦争体験者や語り部の減少
◇�教職員間の「平和」の意識の違いや連携
の弱さ（目的や意義の共有の難しさ）
◇活動のための費用や時間の制約
◇プログラムや資料のマンネリ化
◇戦争に対する当事者意識の希薄化
◇政治的傾向や価値観の対立
〔コメントより〕
・�現在の世界状況は、聖書の神が平和の神
であることを伝えにくくしている
・�児童の思いが巷の情報や大きい声の意見
に偏ることがないよう、「敵味方」の構
図にしないよう教員の舵取りが必要
・戦争の話や画像への拒否反応もある
・�「正しさ」を教える教育になりやすい
・�軍事力強化で不安を解消する(＝疑いと
不安の増強)ことに陥らない「剣に頼ら
ない道」をいかに真剣に伝えられるか

・�学校で深い学びや実践をした生徒でも卒
業後に平和活動を続ける場が少なく、社
会で十分には生かされていない

・�思想にも触れるため、学校としての教育
実践の柱や統一見解を示しづらい

・�日本／国際社会で利他的に生きる大切さ
が表面的には失われていると感じる

・�「8月平和」（日本が経験した悲惨さ）に
平和教育の重点が置かれすぎていないか

・�学生が落ち着いて物事を考え調べる時間
が必要／長文を読めない学生も増加
意見〈平和教育の実践について〉
・�他のキリスト教学校と平和教育の実践を
交流し共有する／同じ時に祈りたい

・�歴史科教員として、歴史教育も平和教育
の一環であると意識する(近代史上で戦
争を避け得た選択を見いだすことも平和
教育の一端ではないか)

・�平和や人権を前向きに語る難しさすらあ
る社会／国際環境の中でもそれらを堂々
と語れるのは、キリスト教を基盤とし、
建学の精神にそれを掲げているから｡ キ
リスト教教育が社会から信頼・支持され
ることが極めて重要と思う

・�生徒たちが将来「平和を造り出す者」に

なるための対話をしていくことが大切
・�教職員も学生も忙しすぎる現実はある
が、このような状況だからこそ立ち止ま
る時を確保して「いのち」「平和」を共
に考え、祈る時間が必要ではないか

・�聖書に書かれたこと＝主イエスの教えを
徹底するしかないと思う

アンケートの全回答を教育
同盟HPで閲覧できます。
（行事の詳細や講師等の情
報も載っています。）右の
QRコードから、又は同盟
HP「緊急ニュース／お知
らせ」から入れます。

《考察（アンケートより）》
　今回のアンケートに対して、小学校
7件、中高35件、大学16件、学園1件
の計59件の回答が寄せられた。戦後80
年を意識した平和教育の実践を行った
学校は48校で8割以上に上る。具体的
には夏の時期の戦争と平和に関する特
別礼拝や、長崎、広島、沖縄への平和
研修旅行が多数であった。他の例とし
て、韓国やフィリピンなど海外での国
際平和交流、聖書課授業における憲法
9条に関するディベート、平和教育に
特化したカリキュラムの作成、平和宣
言の作成、演劇部による戦時下の状況
を上演し、全校生徒で観劇するなど興
味深い回答も寄せられた。

　キリスト教学校だからこそできる平
和教育としては、聖書に基づく平和教
育、隣人愛の実践、いのちや人を大切に
する教育、祈りに基づく教育などが多
く共通して挙げられていた。平和教育
の今後の課題としては、戦争経験者か
ら直接に話を聞くことが困難となって
いること、自分事として戦争の問題を
理解するのが難しくなっていることな
どの回答が多かった。キリスト教学校
が戦時下に経験した戦争の記憶を今後
どのように継承し、平和教育の実践に
つなげていけるかなど、今後紙面を通
してさらにキリスト教に基づく平和教
育の課題を共有していきたいと思う。
� （広報委員会委員長 豊川慎）

　
本
学
院
は
１
８
８
６
年

の
創
立
以
来
、「C

U
M

DEO
 LA
BO
RA
M
U
S

（
我
ら
は
神
と
共
に
働
く

者
な
り
）：
コ
リ
ン
ト
の

信
徒
へ
の
手
紙
一
３
章
９

節
（
口
語
訳
）」
と
い
う

学
院
聖
句
を
土
台
に
、
キ

リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
女
子

教
育
を
実
践
し
て
き
た
。

そ
の
歩
み
を
鑑
み
る
と
、

言
葉
で
は
表
せ
な
い
様
々

な
苦
難
・
試
練
が
あ
っ

た
。
特
に
１
９
４
５
年
８

月
６
日
、
本
校
は
爆
心
地

か
ら
約
１
・
１
ｋｍ
と
い
う

至
近
距
離
で
被
爆
し
、
３

５
０
名
を
超
え
る
生
徒
・

教
職
員
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
た
。
こ
の
悲
劇
的
な
歴

史
こ
そ
が
本
校
の
平
和
教

育
の
原
点
で
あ
り
、
こ
れ

は
単
な
る
知
識
の
習
得
に

留
ま
ら
ず
、「
神
と
共
に

働
く
者
と
し
て
平
和
を
創

り
出
す
」
と
い
う
「
究
極

的
関
心
」
と
し
て
宗
教
的

・
倫
理
的
使
命
へ
と
昇
華

さ
れ
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
的
人
間
観
と

「
積
極
的
平
和
」
の
射
程

　
本
校
で
は
毎
朝
行
わ
れ

る
礼
拝
や
聖
書
の
授
業
に

加
え
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に

関
す
る
様
々
な
年
間
行
事

が
実
践
さ
れ
て
い
る
。

「
８
・
６
平
和
記
念
礼

拝
」
で
は
、
被
爆
さ
れ
た

卒
業
生
や
地
域
の
方
々
の

体
験
を
聴
く
だ
け
で
な

く
、
生
徒
が
自
ら
の
言
葉

で
物
語
を
再
構
成
す
る

「
記
憶
の
継
承
」
を
重
視

し
て
い
る
。
こ
れ
は
犠
牲

者
の
「
か
け
が
え
の
な
い

生
」
に
焦
点
を
当
て
て
平

和
に
つ
い
て
学
ぶ
も
の
で

あ
る
。
戦
時
下
で
最
も
脆

弱
な
立
場
に
置
か
れ
や
す

い
女
性
や
子
ど
も
の
視
点

か
ら
世
界
を
捉
え
直
す
こ

と
で
、
既
存
の
権
力
構
造

を
批
判
的
に
考
察
す
る
視

座
を
養
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、「
平
和
を
祈
る

週
」
や
「
キ
リ
ス
ト
教
強

調
週
間
」
で
は
、
著
名
な

講
師
（
近
年
で
は
、
姜
尚

中
氏
、
中
村
哲
氏
、
佐
藤

優
氏
、
サ
ー
ロ
ー
節
子
氏

な
ど
）
を
招
い
て
講
演
を

聞
き
、
そ
こ
で
の
学
び
を

特
別
礼
拝
で
共
有
す
る
。

強
調
週
間
中
は
、
ハ
ン
セ

ン
病
施
設
へ
の
支
援
、
車

い
す
・
視
覚
障
害
者
ガ
イ

ド
ヘ
ル
プ
体
験（
中
学
）、

施
設
支
援
や
講
演
会
（
高

校
）
な
ど
学
年
別
企
画
を

実
施
す
る
。「
認
め
る
・

繋
が
る
・
関
わ
る
」
を
テ

ー
マ
に
、
多
彩
な
生
徒
企

画
や
募
金
活
動
な
ど
も
含

め
、
隣
人
と
共
に
生
き
る

た
め
の
主
体
的
な
実
践
を

深
め
て
い
る
。

多
角
的
な
平
和
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
俯
瞰

（�

被
爆
体
験
の
継
承
と「
ヒ

ロ
シ
マ
」
の
普
遍
化
）

　
本
校
の
平
和
教
育
は
学

年
の
学
び
に
応
じ
た
体
系

的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
構

成
さ
れ
る
。
中
１
「
本
校

と
原
爆
」、
中
２
「
長

崎
」、
中
３
「
世
界
の
多

様
な
原
爆
観
」、
高
１

「
真
珠
湾
攻
撃
」、
高
２

「
沖
縄
」、
高
３
「
現
代

の
問
題
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
年
間
を
通
じ
て
外
国

に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
々
や

被
差
別
部
落
問
題
な
ど
の

人
権
学
習
も
展
開
す
る
。

　
特
筆
す
べ
き
は
、
中
高

で
継
続
す
る
「
被
爆
証
言

の
継
承
と
発
信
」で
あ
る
。

高
校
の
平
和
署
名
活
動
や

海
外
研
修
な
ど
の
国
際
交

流
で
は
、
広
島
の
被
害
だ

け
で
な
く
核
兵
器
保
持
の

社
会
的
背
景
や
日
本
の
加

害
の
歴
史
も
分
析
す
る
。

「
ヒ
ロ
シ
マ
」と
い
う
地
域

性
を
、
世
界
の
人
権
や
正

義
と
い
う
普
遍
的
文
脈
に

接
続
さ
せ
、
貧
困
や
差
別

と
い
っ
た
構
造
的
暴
力
の

克
服
を
目
指
す
「
積
極
的

平
和
」
の
教
育
的
ア
プ
ロ

ー
チ
を
実
践
し
て
い
る
。

共
に
知
る
・
共
に
行
う
： 

「
共
感
」
に
基
づ
き

　
平
和
教
育
の
実
践
に
お

い
て
、
本
校
が
最
も
重
ん

じ
て
い
る
の
が
「
共
感
」

の
涵
養
で
あ
る
。
本
校
の

平
和
学
習
は
校
内
に
留
ま

ら
ず
、
国
内
外
か
ら
訪
れ

る
10
校
以
上
の
学
校
と
積

極
的
に
交
流
し
て
い
る
。

平
和
記
念
公
園
で
の
「
慰

霊
碑
案
内
」
や
、
８
月
６

日
前
の
「
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
通
じ
、
現
代
社

会
に
求
め
ら
れ
る
平
和
実

現
に
向
け
た
「
共
に
知
る

・
共
に
行
う
」
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
る
。ま
た
、

ル
ー
テ
ル
学
院
中
高
、
同

志
社
大
学
、
関
西
学
院
大

学
、
そ
し
て
平
安
女
学
院

中
高
で
は
全
日
制
・
単
位

制
ミ
ル
ト
ス
コ
ー
ス
を
問

わ
ず
本
校
教
員
が
赴
き
、

平
和
学
習
の
講
演
を
行
う

な
ど
、
共
感
に
基
づ
く
協

働
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
中
１
生
か
ら

高
３
生
ま
で
学
年
を
跨
っ

た
生
徒
有
志
に
よ
る
「
碑

め
ぐ
り
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
活
動
も
、
平
和
学
習

の
実
り
と
し
て
主
体
的
に

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
生
徒
に
よ
る
主
体
的
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

平
和
に
対
し
て
本
校
が
掲

げ
る「
究
極
的
関
心
」の
表

れ
で
あ
り
、
教
育
の
枠
を

超
え
た
平
和
へ
の
実
践
的

な
歩
み
と
な
っ
て
い
る
。

直
面
す
る
課
題
と
今
後
の

展
望

　
本
校
の
平
和
教
育
は
現

在
、
被
爆
者
の
高
齢
化
と

直
接
対
話
の
喪
失
と
い
う

最
大
の
課
題
に
直
面
し
て

い
る
。
体
験
の
熱
量
を
次

世
代
へ
ど
う
引
き
継
ぐ
か

が
問
わ
れ
る
中
、
生
徒
有

志
の
「
署
名
実
行
委
員

会
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
60

　
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
学
院

は
、
今
か
ら
80
年
前
の
太

平
洋
戦
争
（
特
に
沖
縄

戦
）
の
戦
争
責
任
を
踏
ま

え
、「
二
度
と
若
者
た
ち

を
戦
場
へ
送
っ
て
は
な
ら

な
い
」
と
い
う
非
戦
の
誓

い
の
も
と
、
１
９
５
７
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
建

学
の
精
神
は
、（
国
の
た

め
）
殺
す
教
育
で
は
な

く
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

の
愛
の
教
え
に
基
づ
き
、

一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ

て
生
き
る
命
の
教
育
を
実

践
し
、「
沖
縄
」｢

平
和
」

「
キ
リ
ス
ト
教
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
国
際
的
で
平

和
な
多
文
化
共
生
の
島
を

築
く
ピ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を

育
成
す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト

ー
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
活

動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

宗
教
部
で
は
、「
平
和
」

学
習
の
一
環
と
し
て
、
沖

縄
戦
や
米
軍
基
地
問
題
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
学
生

た
ち
に
提
供
し
て
き
ま
し

た
。例
え
ば
、強
制
集
団
死

の
あ
っ
た
渡
嘉
敷
島
で
長

年
実
施
さ
れ
て
い
た
新
入

生
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ

ン
プ
で
は
、
そ
の
悲
惨
な

経
験
を
持
つ
第
三
代
学
長

の
金
城
重
明
先
生
を
講
師

と
し
て
招
き
、
そ
の
経
験

を
聴
き
ま
し
た
。
夏
季
キ

ャ
ン
プ
で
は
、
沖
縄
戦
の

戦
跡
巡
り
、
新
基
地
建
設

が
進
む
辺
野
古
や
高
江
で

の
座
り
込
み
活
動
へ
の
参

加
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
を

伝
統
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
歴
史
教
育
の
一

環
と
し
て
、
日
本
が
ア
ジ

ア
諸
国
を
植
民
地
化
し
て

き
た
負
の
歴
史
を
学
ぶ
た

め
、
海
外
で
の
交
流
平
和

キ
ャ
ン
プ
を
企
画
し
、
日

本
の
旧
植
民
地
で
あ
っ
た

台
湾
や
韓
国
を
訪
問
し
て

き
ま
し
た
。
台
湾
で
は
、

台
湾
長
老
教
会
の
協
力
の

も
と
、
ブ
ヌ
ン
・
ア
ミ
・

タ
イ
ヤ
ル
族
な
ど
の
先
住

民
教
会
を
拠
点
に
、
そ
の

文
化
と
歴
史
と
沖
縄
と
の

関
係
等
の
学
び
を
行
い
ま

し
た
。
韓
国
で
は
、
植
民

地
時
代
の
関
連
施
設
を
訪

問
、
神
社
参
拝
の
強
制
や

独
立
運
動
へ
の
弾
圧
、
日

本
軍
「
慰
安
婦
」
の
問

題
、
民
主
化
運
動
の
拠
点

と
し
て
知
ら
れ
る
ヒ
ャ
ン

リ
ン
教
会
と
の
交
流
を
通

し
て
、
信
仰
と
政
治
と
の

関
係
を
学
び
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
本
学
の
英
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
・
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
領

域
で
は
、
地
球
市
民
の
一

員
と
し
て
の
意
識
を
育
む

こ
と
を
目
的
に
、「
開
発
教

育
」
に
重
点
を
置
い
た
海

外
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ア
ジ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
で
激
戦
地
と
な
っ
た

ラ
オ
ス
南
部
の
小
学
校
で

の
学
習
支
援
や
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
に
あ
る
マ

ザ
ー
テ
レ
サ
の
施
設
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
発
展
途

上
国
を
訪
れ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
通
し
て
現
地

の
人
々
と
交
流
す
る
こ
と

で
異
文
化
理
解
を
深
め
、

地
球
市
民
と
し
て
の
自

　
戦
後
80
年
の
年
度
が
間
も
な
く
終
わ

り
ま
す
。
今
号
で
は
平
和
（
戦
争
と
平

和
）
教
育
の
実
践
や
考
え
方
に
つ
い
て

加
盟
校
関
係
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
報
告

と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

平
和
教
育
の
実
践

特
集 

〔
寄
稿
と
ア
ン
ケ
ー
ト
〕

― 
事
例・考
え
を
共
有
す
る 

―

沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
学
院
に
お
け
る

平
和
教
育
の
実
践

沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
学
院
大
学

准
教
授
　
仲
里 

和か
ず

花か

キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
平
和
教
育
の
展
開
：

広
島
女
学
院
中
高
で
の
実
践
の
軌
跡
と
課
題

広
島
女
学
院
中
学
高
等
学
校

宗
教
教
育
委
員
会
長 
金キ

ム

　
清チ

ョ
ン

洛ラ
ク

◯

碑めぐりボランティア活動
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戦後80年の今年度に行われた活動
〔小学校〕
・沖縄修学旅行（地上戦跡巡り 6年）
・「平和について考える」特別授業（高学年）
・�毎朝の礼拝で平和に関する聖書箇所を取
り上げる／高学年による児童礼拝
・�平和に対する意見や平和の絵の表現（低
学年）／戦争についての夏の調べ学習を
足掛かりに世界の状況を探る（高学年）
〔中学校・高等学校〕
・�礼拝／聖書科授業／修学旅行（国内外）
／特別講演
・�生徒による礼拝／2学期主題聖句設定
「平和を実現するとは」／「戦後80年」
　掲示板で各新聞の戦争関連記事を掲示
・伝道週間に語り部の方をお招きした
・学校の戦前～戦後を伝える小冊子発行
・�夏の出校日「平和を考える日」に生徒に
よる「平和のためのプレゼン」を実施
・�探究の時間「原爆から学ぶ平和」を開講
・�福岡大空襲を覚える平和礼拝（6月）、

8月平和礼拝：平和を願う週間・月間
〔大学・短期大学〕
・7月の礼拝で戦後80年をふまえた説教
・平和学授業、職員研修会、課外活動
・平和学特別演習「ヒロシマ」（現地開催）
・�特別講座「永井隆『長崎の鐘』平和への
祈り」（大学と中学2年の連携活動）

・�（長崎）8/9出校日に平和を表現するイ
ベント開催（スローガン、絵画、ダンス等）
これまで実践してきた／実践中の活動
〔小学校〕
・�高校2年生が沖縄平和学習で学んだ「語
り部」を初等部ＨＲ礼拝で実施

・9月の礼拝で毎日平和の讃美歌を歌う
・総合授業で戦争や原爆の体験談を聴く
・�修学旅行（高学年）、文学作品の読み解き
〔中学校・高等学校〕
・平和を覚える礼拝（夏期を中心に）
・�研修／修学旅行と事前学習（沖縄、広島、
長崎、韓国、フィリピン、ベトナム）

・授業（聖書科、国語科、社会科、総合）

・�特別講演（憲法、平和・人権・共生、戦
争体験者、戦場記者、基地の街の調査報
告等）

・�修養会、パネル展、「語り部」体験、「平
和・共生論文」執筆、平和提言集発行、
絵本展、ワークショップ、献金活動

・平和学習部（部活）が国内外活動に参加
・ユースピースセミナー参加
・�映画や演劇の鑑賞、生徒による演劇上演
〔大学・短期大学〕
・�授業 平和学（平和感、核軍縮）／リベ
ラルアーツ総合（平和）／キリスト教講
座（自校の戦時中体験）／キリスト教学
（聖書の平和思想、積極的・消極的平和）
・礼拝、チャペル・アワー
・平和学習・研修（沖縄、韓国）
・中学校LHRで大学教員が出前授業
・�ニュースレターで毎夏「戦争と平和」に
かかわるメッセージを掲載

・「アンネのバラ」を用いた礼拝や活動
・�（長崎）8/9は「平和祈念礼拝」実施
キリスト教学校ならではの平和教育とは
〔小学校〕
・�時代や地域によって変わることのない聖
書の言葉を土台としていること

・�聖書の語る平和を各年齢の発達に応じた
言葉で繰り返し語ること

・�戦争や争いと同じ種は罪として自分の心
にもあると知り、自分事と捉える

・�聖句と平和の概念を結びつけることは児
童には有効に伝わっていると思う

〔中学校・高等学校〕
・�聖書の言葉や礼拝を通してイエスの生き
方に倣った平和教育／平和学習を行う

・�「平和」の言葉それ自体に様々な解釈が
ある中、聖書の言葉としてそれに確固た
る意味づけを行うことができる

・�人が語る平和は相対的なものであり、神
にこそ真の平和があることを伝える

・�戦時下の自校生徒の苦難を学び、そこで
もキリスト教学校が大切にした事を知る

・礼拝交流等で学外団体とも平和を希求
・�全ての人はかけがえのない「神の子」
で、その一人ひとりの命を大切にすると
いう根拠で平和を語ることができる

・命の尊厳を深く学ぶ場が日常的にある
〔大学・短期大学〕
・�キリスト教学の授業や礼拝、他校との交
流等平和教育を行う環境が整っている

・キリスト教の国際的ネットワークの活用

アンケート
平和教育の実践

本欄はアンケート回答からの抜粋。（全文は教育
同盟HPに掲載。）回答くださった皆様に感謝致
します。＊回答は55校59件（25年12月〜26年１月）

立教大学（池袋キャンパス）
の「太刀川記念館」横に設置

覚
を
育
み
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
教
育
は
、
沖
縄
の

平
和
教
育
に
と
っ
て
重
要

で
す
。「
う
ち
な
ー
ぐ
ち

（
沖
縄
の
言
葉
）講
座
」「
沖

縄
の
歴
史
と
現
代
」「
近
代

沖
縄
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
」
な
ど
の
科
目
で
自
ら

の
歴
史
・
文
化
「
島
ん
ち

ゅ
」
の
培
っ
て
き
た
精
神

を
学
び
、
学
生
が
世
界
人

権
宣
言
を
う
ち
な
ー
ぐ
ち

に
翻
訳
し
、
日
本
語
・
英

語
・
う
ち
な
ー
ぐ
ち
に
よ

る
群
読
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
全
国
フ
ォ

ー
ラ
ム
２
０
２
４
沖
縄
」

で
発
表
し
、
複
数
言
語
を

認
識
し
人
権
を
捉
え
直
す

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
薩
摩
侵
攻
、
廃
藩
置

県
、
沖
縄
戦
、
米
軍
統

治
、
日
本
へ
の
施
政
権
移

譲
と
い
う
軍
隊
と
占
領
の

歴
史
を
踏
ま
え
て
、
本
学

は
こ
れ
か
ら
も
、
沖
縄
の

地
に
根
ざ
し
た
キ
リ
ス
ト

教
教
育
、
平
和
で
豊
か
な

島
の
未
来
を
創
造
す
る
教

育
を
実
践
し
て
い
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
、
立
教
大
学

池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
尹

東
柱
（
ユ
ン
・
ド
ン
ジ

ュ
）
記
念
碑
」
が
設
置
さ

れ
た
。
１
９
１
７
年
、
朝

鮮
に
生
ま
れ
、
日
本
統
治

下
の
１
９
４
２
年
、
詩
人

に
な
る
夢
を
抱
い
て
来

日
。
ま
ず
立
教
大
学
で
、

そ
の
後
同
志
社
大
学
で
学

び
な
が
ら
、
し
か
し
、
１

９
４
３
年
、
治
安
維
持
法

違
反
の
容
疑
で
逮
捕
さ

れ
、
収
監
先
の
福
岡
刑
務

所
に
お
い
て
、
１
９
４
５

年
、
27
歳
の
若
さ
で
獄
死

し
た
尹
東
柱
。
そ
の
名

が
、
80
年
近
い
時
を
経

て
、
彼
が
学
ん
だ
学
び
舎

に
刻
ま
れ
た
こ
と
の
意
味

は
、決
し
て
小
さ
く
な
い
。

　
立
教
大
学
に
は
、
先
の

大
戦
下
、
学
徒
出
陣
に
よ

っ
て
、
大
切
な
学
生
た
ち

を
戦
地
へ
と
送
り
出
し
た

と
い
う
痛
み
の
歴
史
が
あ

る
。
若
き
学
生
た
ち
の
将

来
と
夢
が
、
国
家
の
暴
挙

に
よ
っ
て
断
ち
切
ら
れ
て

い
っ
た
、
そ
の
現
実
に
抗

え
ず
、
無
力
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
立
教
に
と
っ
て
深

い
痛
み
と
し
て
記
憶
さ
れ

る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
は
同
時
に
、
学
問
と
信

仰
の
場
が
若
者
の
尊
厳
を

守
り
切
れ
な
か
っ
た
と
い

う
、
私
た
ち
自
ら
の
歴
史

的
責
任
を
も
照
ら
し
出
し

て
い
る
。
尹
東
柱
と
い
う

存
在
は
、
立
教
の
痛
み
の

歴
史
の
中
に
あ
っ
て
、
今

も
、
そ
の
歴
史
的
責
任
を

問
い
か
け
続
け
て
い
る
。

　
立
教
大
学
の
尹
東
柱
記

念
碑
に
は
、
代
表
作
の
一

つ
で
あ
る
『
た
や
す
く
書

か
れ
た
詩
』
が
刻
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
詩
を
含
む
、

詩
集
『
空
と
風
と
星
と

詩
』
に
遺
さ
れ
た
、
尹
東

柱
の
言
葉
た
ち
を
、
私
た

ち
は
尹
東
柱
自
身
の
、
自

己
の
内
面
に
誠
実
で
あ
ろ

う
と
す
る
厳
し
さ
と
、
他

者
へ
の
深
い
憐
れ
み
と
し

て
受
け
止
め
る
。
尹
東
柱

の
言
葉
は
、「
真
理
は
あ

な
た
が
た
を
自
由
に
す

る
」（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福

音
書
８
章
32
節
）
と
い
う

聖
書
の
言
葉
と
響
き
合

い
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の

根
幹
に
通
じ
る
も
の
で
も

あ
る
。
彼
が
立
教
で
学
ん

だ
と
い
う
事
実
は
、
国
家

や
民
族
を
超
え
て
、
真
理

を
求
め
る
学
び
は
共
有
さ

れ
得
る
こ
と
を
、
歴
史
の

痛
み
の
中
か
ら
証
し
す
る

も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
こ
の
記
念
碑
の
設
置
を

機
に
、
立
教
大
学
は
、
同

志
社
大
学
、
韓
国
の
延
世

大
学
と
共
に
、
尹
東
柱
が

学
ん
だ
大
学
と
し
て
、
協

力
の
関
係
を
結
び
な
が

ら
、
尹
東
柱
の
意
志
を
継

承
し
、
横
断
的
な
平
和
教

育
の
実
践
に
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
。
か
つ
て
、

同
時
代
を
生
き
、
異
な
る

場
所
で
、
戦
争
と
向
き
合

っ
た
大
学
同
士
が
、
過
去

を
相
対
化
す
る
の
で
は
な

く
、
痛
み
を
分
か
ち
合
い

な
が
ら
学
び
を
共
に
す
る

こ
と
…
そ
れ
自
体
が
、
尹

東
柱
が
希
求
し
た
、
和
解

と
平
和
へ
の
具
体
的
な
一

歩
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
戦
後
80
年
を
迎
え
た

今
、
尹
東
柱
の
記
念
碑
は

単
な
る
追
悼
の
対
象
で
は

な
く
、「
記
憶
を
未
来
へ
と

開
く
場
」
と
し
て
、
私
た

ち
に
問
い
を
投
げ
か
け
て

い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
学
校

に
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
過
去
を
美
化
す
る
こ

と
で
は
な
く
、
傷
つ
い
た

歴
史
の
た
だ
中
に
立
ち
、

神
の
前
に
沈
黙
し
、
悔
い

改
め
つ
つ
、
な
お
希
望
を

語
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
平
和
を
造
る
人
々
は
、

幸
い
で
あ
る
」（
マ
タ
イ
に

よ
る
福
音
書
５
章
９
節
）。

立
教
大
学
の
尹
東
柱
記
念

碑
は
、
そ
の
幸
い
へ
の
道

が
、
忘
却
で
は
な
く
、
痛

み
を
抱
え
た
記
憶
の
継
承

か
ら
始
ま
る
こ
と
を
、
静

か
に
、
し
か
し
、
確
か
に

語
り
続
け
て
い
る
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の

日
本
に
お
け
る
役
割
と
平
和
活
動

日
本
赤
十
字
社
長
崎
原
爆
病
院 

名
誉
院
長

活
水
学
院 

評
議
員
　
朝と

も

長な
が 

万ま

左さ

男お

痛みを記憶する場から、
平和を学ぶ場へ

― 立教大学「尹東柱記念碑」が
� 語りかけるもの ―

立教大学 チャプレン 中川 英樹

　
明
治
初
期
、
日
本
に
は

数
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
系

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
が

設
立
さ
れ
、
特
に
長
崎
は

そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
地
域

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
学

校
は
当
初
こ
そ
小
規
模
な

教
育
機
関
で
あ
っ
た
が
、

１
９
０
０
年
代
に
入
る
と

徐
々
に
規
模
を
拡
大
し
、

牧
師
・
神
父
・
宣
教
師
・

シ
ス
タ
ー
な
ど
宗
教
者
が

中
心
と
な
っ
て
運
営
さ

れ
、
市
民
社
会
の
中
で
青

少
年
教
育
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
っ
た
。

　
女
子
教
育
で
は
、
西
洋

的
教
養
と
礼
節
を
身
に
つ

け
、
地
域
に
貢
献
す
る
女

性
を
多
く
育
て
た
一
方
、

男
子
学
生
た
ち
は
天
皇
制

に
よ
る
徴
兵
義
務
の
も

と
、
信
仰
と
軍
国
主
義
の

狭
間
で
複
雑
な
葛
藤
を
経

験
す
る
者
も
少
な
く
な
か

っ
た
。
内
村
鑑
三
ら
が
提

唱
し
た
平
和
主
義
に
共
鳴

す
る
若
者
も
い
た
が
、
国

家
的
な
軍
国
化
の
高
ま
り

は
彼
ら
の
立
場
を
困
難
に

し
、日
清・日
露
戦
争
、
さ

ら
に
日
中
戦
争
か
ら
太
平

洋
戦
争
へ
と
進
む
中
で
、

戦
争
は
３
０
０
万
人
を
超

え
る
犠
牲
者
を
生
み
、
広

島
・
長
崎
の
原
爆
投
下
で

21
万
人
以
上
の
被
爆
者
を

出
し
、
日
本
は
敗
戦
を
迎

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
敗
戦
後
、
新
た
な
日
本

国
憲
法
の
公
布
に
よ
り
思

想・信
条・宗
教
の
自
由
が

保
障
さ
れ
、
学
校
教
育
の

現
場
で
も
自
由
の
価
値
が

強
調
さ
れ
た
。
若
者
た
ち

は
多
様
な
価
値
観
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
共

産
主
義
や
社
会
主
義
、
さ

ら
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

運
動
へ
と
活
動
の
幅
を
広

げ
て
い
っ
た
。
自
衛
隊
創

設
後
も
徴
兵
制
は
復
活
せ

ず
、
大
学
か
ら
社
会
へ
の

進
路
選
択
は
よ
り
自
由
で

広
範
な
も
の
と
な
っ
た
。

　
戦
後
の
経
済
復
興
期
に

は
多
く
の
若
者
が
産
業
の

発
展
に
関
わ
り
、
日
本
は

高
度
経
済
成
長
期
を
歩
ん

で
い
く
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
そ
の
一
方
で
日
米

安
全
保
障
条
約
を
め
ぐ
る

意
見
の
対
立
は
激
し
く
、

大
学
内
で
は
学
生
運
動
が

暴
力
的
対
立
に
発
展
す
る

な
ど
社
会
の
緊
張
は
高
ま

り
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
大
学

で
の
平
和
活
動
も
以
前
ほ

ど
の
輝
き
を
失
っ
た
よ
う

に
映
る
時
期
が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
南
太
平
洋
ビ

キ
ニ
水
爆
実
験
で
第
五
福

竜
丸
の
乗
組
員
が
被
ば
く

し
た
事
件
は
全
国
的
な
反

核
運
動
を
引
き
起
こ
し
た

が
、
そ
の
運
動
は
政
治
的

立
場
の
違
い
に
よ
っ
て
分

裂
し
、
被
爆
者
団
体
も
共

産
党
系
・
社
会
党
系
に
分

か
れ
て
対
立
を
抱
え
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
の
対
立

構
造
は
今
日
ま
で
尾
を
引

き
つ
つ
も
、
一
部
の
被
爆

者
運
動
は
国
際
社

会
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
、
２
０
２
５

年
に
は
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
賞
す

る
ま
で
に
至
っ
て

い
る
。
若
者
た
ち
も
核
兵

器
禁
止
条
約
の
成
立
に
向

け
た
運
動
に
関
与
す
る
な

ど
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
が
、
必
ず
し
も
社
会
全

体
と
し
て
反
核
意
識
が
統

一
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

が
た
い
。
近
年
、
中
国
・

北
朝
鮮
の
核
保
有
の
脅
威

が
強
調
さ
れ
、
日
本
国
内

で
も
防
衛
予
算
の
増
額
や

核
兵
器
保
有
の
是
非
を
め

ぐ
る
議
論
が
高
ま
り
、
核

の
傘
政
策
を
さ
ら
に
進
め

る
べ
き
だ
と
す
る
政
治
勢

力
も
現
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
安
全
保
障

環
境
が
不
安
定
化
す
る

中
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
大
学

に
学
ぶ
生
徒
や
学
生
が
平

和
主
義
的
価
値
を
再
確
認

し
、
歴
史
に
学
び
な
が
ら

主
体
的
に
平
和
思
想
を
育

て
て
い
く
こ
と
が
今
ほ
ど

求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
は

な
い
。
唯
一
の
被
爆
国
と

し
て
、
反
核
の
社
会
的
合

意
を
堅
持
し
、
戦
後
日
本

が
築
い
て
き
た
平
和
国
家

と
し
て
の
歩
み
を
踏
み
外

す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
確

か
な
良
識
と
判
断
力
を
も

っ
て
未
来
の
針
路
を
選
び

取
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　
チ
ラ
シ（
左
）は
長
崎
市
で

の
講
演
会
。
平
和
、
核
廃
絶

な
ど
の
テ
ー
マ
で
国
内
外
で

の
講
演
や
対
話
を
続
け
て
い

ま
す
。

ラオスの子どもたちとの交流

◯

©核兵器廃絶長崎連絡協議会
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年
末
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

喜
ば
し
く
も
忙せ

わ

し
な
い
日

々
が
過
ぎ
去
っ
た
昨
年
12

月
27
日
（
土
）、
14
名
の

参
加
者
を
与
え
ら
れ
、
２

０
２
５
年
度
第
２
回
聖
書

科
研
究
集
会
が
横
浜
共
立

学
園
を
会
場
に
開
か
れ
ま

し
た
。
共
立
学
園
２
１
４

番
館
と
い
う
歴
史
と
温
か

み
を
感
じ
る
建
物
の
中
で

研
究
集
会
の
時
が
与
え
ら

れ
ま
し
た
。

　
３
名
の
先
生
方
が
以
下

の
発
表
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
和
学
園
小
学
校
の
児

玉
慈
子
先
生
に
は
「
80
周

年
を
目
前
に
控
え
た
一
貫

教
育
の
歩
み
と
展
望
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
発
表
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
平
和
を

造
り
出
す
人
」
を
生
み
出

す
た
め
に
、
私
た
ち
キ
リ

ス
ト
教
学
校
が
持
つ
共
通

の
課
題
で
あ
る
「
平
和
」

に
つ
い
て
実
践
を
も
と
に

ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
続
く
聖
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校
の
久
保
哲
哉
先

生
の
発
表
は
、
学
院
全
体

の
取
り
組
み
と
し
て
「
ク

レ
ド
」
の
作
成
を
さ
れ
て

い
る
と
い
う
お
話
で
し

た
。「
わ
れ
信
ず
」
と

い
う
形
で
建
学
の
精
神

に
つ
い
て
、
教
員
一
人

ひ
と
り
の
精
神
、
信
念

を
入
れ
て
語
り
直
し
て

い
く
。
神
様
の
御
心
を

行
っ
て
い
く
共
同
体
を

形
作
っ
て
い
く
と
い
う

取
り
組
み
は
学
校
と
し

て
の
本
質
を
問
い
直

し
、
ま
さ
に
現
代
の
私

た
ち
に
必
要
な
こ
と
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
三
番
目
に
発
表
さ
れ
た

の
は
横
浜
共
立
学
園
中
学

校
高
等
学
校
の
鈴
木
泉
先

生
で
し
た
。
学
園
の
紹
介

と
と
も
に
、
生
徒
に
寄
り

添
う
授
業
実
践
や
日
々
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う

こ
と
が
で
き
、
温
か
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
特

に
可
愛
ら
し
い
バ
ー
ス
デ

ー
カ
ー
ド
を
生
徒
一
人
ひ

と
り
に
配
っ
て
お
ら
れ
る

と
い
う
お
話
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
校
舎
を
見
学

し
ま
し
た
。
最
後
に
２
１

４
号
館
に
戻
り
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
と
な

り
、
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ

い
て
語
り
合
う
こ
と
が
許

さ
れ
ま
し
た
。
年
末
に
与

え
ら
れ
た
夢
の
よ
う
な
ひ

と
と
き
の
時
間
、
名
残
惜

し
い
中
で
し
た
が
、
最
後

に
祈
り
を
も
っ
て
会
が
閉

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
０
２
５
年
と
い
う
１

年
の
最
後
、
日
々
の
喧
噪

か
ら
離
れ
た
「
研
究
集

会
」
の
学
び
の
時
は
、
日

々
疲
れ
を
覚
え
る
心
と
体

が
癒
や
さ
れ
る
安
ら
ぎ
の

時
と
も
な
り
ま
し
た
。

�

加
藤
知
祈

〈
啓
明
学
園
中
学
校
・
高
等

学
校 

聖
書
科
〉

2026年度 学内教職員研修会講師派遣対象校 選考結果

No 法人・校名 研修人数
（概数） 希望テーマ

1 宮城学院・
宮城学院中高 45 建学の精神

2 茨城キリスト教学園 100 建学の理念に応える働き方

3 静岡英和学院・
静岡英和女学院中高 30 不登校生徒の増加と

キリスト教主義学校の役割

4 日ノ本学園・
姫路日ノ本短期大学 20 キリスト教学校の校訓の

具現化について

5 夙川学院・
神戸教育短期大学 25 キリスト教教育に学ぶ

支援対象学生への関わり

6 活水学院・
活水中高 42 キリスト教学校と教師

　祈りには「主の祈り」のような祈りの言葉が
決まっている「成文祈祷」と、それぞれが自由
に祈る「自由祈祷」がある。よく生徒から「成
文祈祷なんかなければ、試験前に暗記しなくて
済むのに」と言われる。なぜキリスト教では、
成文祈祷、とりわけ「主の祈り」を大切にして
きたのだろうか。私は理由が2つあると思う。
　一つは「祈りのモデル」だから。スポーツに
せよ、音楽にせよ、上手くなる早道は「モノマ
ネ」である。上手な人をマネることで上達して
いく。主の祈りは、弟子の一人が「私たちにも
祈りを教えてください」（ルカによる福音書11
章1節）と願った時に、「祈るときには、こう
言いなさい」（同11章2節）とイエスが教えて
下さった祈りである。主の祈りを唱え続けるこ
とで、私たちに祈りの基本が身につく。
　もう一つは「祈れない時の祈り」だから。人

は本当に悲しいことがあった時、自由祈祷なん
てできない。頭で祈りの言葉など考えられない
のだ。私が勤める関西学院高等部の礼拝式次第
に「主の祈り」が加えられたのは2011年4月の
こと。それまでは司会者による自由祈祷だっ
た。なぜ「主の祈り」を生徒・教職員で唱える
ようになったのか。東日本大震災が起こったか
らだ。高等部は大きな災害が起こると、ほとん
どの場合、ボランティア委員会が被災地を訪れ
る。これまで東北だけでなく、熊本、真備（岡
山）、熱海、能登とボランティアに行かせてい
ただいた。そこで目の当たりにしたのは、愛す
る人を失い、財産を失い、呆然と立ち尽くす人
々の姿だった。圧倒的な現実を前にして、人は
祈りの言葉など出てこない。しかし自由祈祷は
できなくても、成文祈祷はできる。成文祈祷は
「祈れない時の祈り」なのだ。
　2024年の自殺者数が発表された。小中高生は
前年より16人多い529人で、統計のある1980年
以降、過去最多となった。「成文祈祷なんかな
ければ、試験前に暗記しなくて済むのに」と言
う生徒に、私は「試験のために主の祈りを暗記
してもらうんじゃない。あなたの命を守りたい
んだ。あなたが消えたいと思った時に主の祈り
を祈ってほしい」と言った。生徒たちが在学中
であればそばにいられるが、卒業すると、私の
目の届かないところに行ってしまう。卒業式の
日、私が生徒にもたせることができる唯一のア
イテムは「主の祈り」だけなのかも知れない。

キリスト教
＆QAキリスト教の理解を深めるために

主の祈りって
何ですか？

松隈　協
関西学院高等部 宗教主事

２
０
２
５
年
度
第
２
回

２
０
２
５
年
度
第
２
回

関
東
地
区
聖
書
科
研
究
集
会

関
東
地
区
聖
書
科
研
究
集
会

※
詳
細
は
各
校
Ｈ
Ｐ
又
は

同
盟
Ｈ
Ｐ
公
募
欄
の
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
（
学
）
青
山
学
院

職
種
＝
専
任
事
務
職
員

（
総
合
職
・
新
卒
）
10

名
程
度

採
用
予
定
日
＝
27
年
４
月

１
日

応
募
締
切
＝
４
月
22
日

の
愛
の
中
で
過
ご
し
た
生

徒
た
ち
が
新
た
な
世
界
へ

歩
み
出
し
ま
す
。
蒔
か
れ

た
種
が
豊
か
な
実
を
結
ぶ

こ
と
を
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
当
同
盟
は
皆
様
の
ご

理
解
の
下
、
印
刷
物
の
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
や
教
研
見
直
し
、

Ｈ
Ｐ
刷
新
等
の
改
革
に
着

手
し
ま
す
。
進
捗
は
随
時

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
一
年
、
皆
様
と
の

尊
い
連
帯
に
支
え
ら
れ
職

責
を
全
う
で
き
ま
し
た
。

温
か
い
ご
支
援
に
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

事
務
局
長

　
教
育
同
盟
に
は
小
冊
子

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
教

職
員
を
こ
こ
ろ
ざ
す
人
た

ち
へ
︱
志
望
者
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
︱
」
が
あ

り
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
学

校
で
の
働
き
を
志
望
す
る

方
向
け
に
製
作
さ
れ
ま
し

た
が
、
新
任
教
職
員
研
修

で
も
活
用
で
き
る
テ
ー
マ

を
と
り
上
げ
て
い
ま
す

（「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
と

は
」「
建
学
の
精
神
」「
学

校
づ
く
り
」「
キ
リ
ス
ト

教
学
校
の
リ
ア
ル
」等
）。

ご
入
り
用
の
際
は
、
教
育

同
盟
Ｈ
Ｐ
「
刊
行
物
に
つ

い
て
」
を
確
認
の
う
え
、

指
定
の
申
込
み
用
紙
で
ご

注
文
く
だ
さ
い
。（
一
冊

50
円
・
送
料
無
料
）

●
冊
子
の
ご
案
内
●

　
我
が
校
に
は
数
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
あ

り
ま
す
が
、
今
回
は
私
が

顧
問
を
務
め
て
い
る
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
（
以

下
Ｉ
Ａ
Ｃ
）
を
紹
介
し
ま

す
。
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
提
唱
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
Ｒ
Ｃ
）

の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
、

〝Think globally, 
A

ct locally

〟
の
精
神

の
下
、
世
界
平
和
を
志
し

て
い
る
中
高
生
の
活
動
で

す
。
捜
真
の
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
①

子
ど
も
食
堂
、
②
高
齢
者

農
家
の
支
援
、
③
日
本
語

を
母
語
と
し
な
い
子
ど
も

た
ち
へ
の
学
習
支
援
と
い

う
三
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
柱
と
し
て
い
ま

す
。

　
①
子
ど
も
食
堂
で
は
、

食
事
を
共
に
す
る
中
で
、

誰
も
が
安
心
し
て
受
け
入

れ
ら
れ
る
居
場
所
を
築
く

こ
と
の
意
義
を
学
ん
で
い

ま
す
。
②
高
齢
者
農
家
の

支
援
で
は
、
人
生
の
先
輩

達
の
知
恵
や
体
験
、
ま
た

地
域
社
会
を
支
え
る
営
み

に
触
れ
、
世
代
を
超
え
た

責
任
の
継
承
や
食
物

の
大
切
さ
を
体
感
し

て
い
ま
す
。
③
ま

た
、
日
本
語
を
母
語

と
し
な
い
子
ど
も
た

ち
へ
の
学
習
支
援
で

は
、
言
語
や
文
化
の

違
い
を
実
感
し
な
が
ら

も
、
多
様
性
の
中
に
あ
る

人
間
の
普
遍
性
に
気
付
か

さ
れ
、
毎
回
新
し
い
感
動

を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
支
援
す
る
側
、
さ
れ
る

側
と
い
う
区
分
を
越
え

て
、
人
と
し
て
互
い
に
響

き
合
っ
て
い
る
」
と
生
徒

た
ち
は
言
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
現
在

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
将
来
的

に
は
相
互
に
結
び
つ
き
、

協
働
し
て
い
く
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。例
え
ば
、高
齢

者
農
家
の
方
々
が
育
て
た

作
物
を
子
ど
も
食
堂
で
用

い
、
そ
こ
に
学
習
支
援
に

関
わ
る
子
ど
も
た
ち
が
参

加
す
る
こ
と
で
、
世
代
や

文
化
を
越
え
た
交
流
の
場

を
生
み
出
す
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
生
徒
た
ち
は

今
、
こ
れ
を
実
現
す
べ
く

始
動
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
学
生
時
代
の
こ
う
し
た

経
験
を
通
し
て
、
社
会
の

中
で
他
者
と
共
に
生
き
、

共
通
の
善
を
担
お
う
と
す

る
一
市
民
と
し
て
の
姿
勢

が
身
に
付
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
本
校
の
ス
ク

ー
ル
モ
ッ
ト
ー
「
神
を
信

頼
せ
よ
。
最
善
の
自
己
に

忠
実
で
あ
れ
」
と
い
う
言

葉
は
、
自
己
実
現
を
自
己

完
結
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、神
へ
の
信
頼
の
も
と
、

他
者
と
社
会
に
開
か
れ
た

形
で
生
き
る
こ
と
を
促
し

て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
、
そ
の
理
念
を

具
体
的
な
行
動
と
し
て
学

ぶ
場
で
あ
り
、
生
徒
の
主

体
性
と
公
共
的
責
任
を
結

び
つ
け
る
重
要
な
教
育
の

一
環
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�

藤
本
　
忍

〈
捜
真
女
学
校
中
学
部
高
等
学

部 

宗
教
主
任
〉

奉仕
Service Activities

わたしたちの
我が校の我が校の

ボランティア活動ボランティア活動
についてについて

捜真女学校中学部高等学部捜真女学校中学部高等学部

子ども食堂

フ
ー
ド
ロ
ス
に
つ
い
て
考
え
る

神奈川RCとのクリスマス会

　
卒
業
の
時
を
迎
え
、
主


